研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南病棟　　　　　　職　種　　介護福祉士　　　　氏　名　田ノ上　愛子
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	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


私は、初めて医学会というものに参加しました。

午前は、会長講演と招待講演がそれぞれあり、午後は、スライド・ポスター発表・シンポジュウム等がありました。

その中で、私が聴いたスライド発表とシンポジュウムについて報告したいと思います。

　

●スライド発表

～高齢者の意欲低下に対する取り組みについて～

ここでは、意欲低下の患者様に対して、計算を取りあげ発表していました。

貴院では、プログラムをOTに任せきりであり、病棟スタッフは患者様の誘導や補助的な関わりが殆んどのようでした。そこでスタッフが、継続的に統一した姿勢で関わっていく事で、患者様の意欲向上に繋がるのでは？という目的で研究され、その結果、良い効果がみられた経緯を発表していました。

「計算ぐらいならできるかな」という患者様の声を聞き逃さず、一人の患者様と、根気強く病棟スタッフが関わりを持ち続ける事で、患者様の意欲を引き出す事が出来るんだと改めて感じました。

貴院のこれまでのプログラム内容は、対象者にあっておらず、興味もなかった為に、欠席が多くなり、結果、意欲低下にも繋がったものと感じました。そうならない為にも、患者様が何をやりたいのか？という意識調査も大事かなと思いました。又、当院ではこれまでも実施していますが、定期的なプログラムの見直しも必要だと思いました。マンネリ化しないよう、新しいものを取り入れ新鮮さを提供できたら、もっと楽しい時間になるのかなと思いました。そして、OTスタッフに任せきりにせず、患者様と近い距離で関わりを持てたらいいなと思います。

南病棟のプログラムに関しても、まだまだ課題が多く見直していかなければならない事が多々あり、考えさせられた発表内容でした。

～回想法における郷土文化の有用性～

ここでは、郷土（沖縄県）文化の刺激材料（言語的題材・非言語的題材）を用いて回想法を実施し、感情表現や感覚機能の活性化が見られたという研究発表内容でした。

言語的刺激題材として、琉球の短歌・民謡・わらべ歌、非言語的刺激材料として、戦争後の写真などあげて発表していました。

患者様が、生まれ育った馴染みのある郷土文化を回想法に取り入れる事により、患者様の関心をいち早くひき、他者・スタッフとのコミュニケーション、日常生活の活性化にも効果が得られたものと思います。そして、今まで見たことのない患者様の発言や表情や動作など知る事ができるよい方法だと思います。
私は、学生時代回想法の効果をこう学びました。

◎個人、内面への効果
・人生の連続性と統合化　・自己の再評価　・個性の再認識　・確信を生み出す　・訪れる死のサインに伴う不安を和らげる　・自尊心を高める
◎社会的効果

・対人関係の進展を促す　・発語回数の増加　・表情などの非言語的表現が豊かになる
◎スタッフへの効果
・高齢者の人生への関心と敬意を生み出す　・ケアプランの充実→質の高いケアに繋がる

当院でも、刺激材料をいろいろ用意し、プログラムの中で行っています。あまり発語が聞かれない患者様の五感を刺激し、表情の変化や動作など上手く引き出せるよう、継続し行っていきたいと思います。そして、私が学んだ回想法の効果を、少しでも多く引け出せたらいいなと思います。

●シンポジュウム

～精神科看護の技法～

私がこの講演を聴いて、「教員として、一人の精神科看護師として」という題目で話して下さったお話について報告したいと思います。

その話の中で、患者様との関わりは、人と人との関わりでコミュニケーションが欠かせなく、人間関係の技法を身につけることが大切だと話していました。

相手を知り、自分を知って貰う事からはじめ、信頼関係を強く結ぶ事が大事なんだと改めて思いました。

わかっているようで、なかなか経験を積んでも上手くコミュニケーションがとれない事、又はそのようなスタッフを思い出しました。

コミュニケーションには２つの方法があり、「言語的（バーバル）コミュニケーション」＝「言葉」によって 感情や意志を伝える方法と、「非言語的（ノンバーバル）コミュニケーション」＝顔の表情、しぐさ、視線、動作等によってお互いを理解する方法があります。
患者様の言葉の伝え方・受け止め方はそれぞれ異なりますが、それを私たちは、患者様個々に応じた方法で、言葉を伝え受け止める事が必要だと感じました。

業務優先ではなく、「ちょっと？」と患者様から呼ばれた事に対して、「ちょっと待って」ではなく、すぐに対応できる人間になりたいと思います。そして、後輩にもそう指導していきたいと思います。

患者様がおかれている背景を理解し、常に患者様の立場になって物事を考えられたら、今よりもよいケアができるのではないかと思います。そして、患者様が今、何を求めているのか？ を察知して受け止められるよう、日々の業務の中で一人一人の患者様をよく観察していきたいと思います。

医学会に参加し、わかっているようでなかなか出来ていない基本的な事を、患者様と向き合っていくには非常に大切なんだという事を改めて感じさせられました。

患者様との関わりを多く持ち、患者様の立場になってケアができるよう業務を行っていきたいし、そういうスタッフ育てれるよう指導していきたいと思います。
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